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個室を希望する患者が重視するプライバシーは何か
　　　　　　一患者・看護婦のアンケート調査から一
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1　はじめに
　近年、全室個室という病院が作られたが、多くの病
院の病室は大部屋であり、個室は少ない状況にある。
このような状況の中で入院生活において患者は、共同
生活を余儀なくされていることが多く、快適な入院生
活が送られているとは言い難い。
　しかし、当病棟は全室個室であり、プライバシーが
保持・尊重されやすいため、快適な入院生活が送られ
ると考えられるが、実際に入院してくる患者は、プラ
イバシーについてどのような考えを持っているのか疑
問に感じた。
　そこで、病棟の特性を生かし、少しでも質の高い看
護を提供するたあに、患者のプライバシーについて、
村田明子の　現代人のプライバシー意識と病室空間」
という研究を参考に、1）自己領域の確保、2）他人
からの干渉・監視、3）個人の秘密、4）身体のプラ
イバシー、という4つの視点から、患者・看護婦にア
ンケート調査を実施した。その結果、いくつかの示唆
が得られたので報告する。
〈用語の定義〉
　プライバシー：個人の行動や情報を尊重し、侵害し
　　　　　　　ないこと
ll研究方法
1）研究期間　平成8年5月1日～11月30日
　調査期間平成8年10月9日～11月15日
2）対象
　①患　者：個室を希望し、当病棟に入院した患者
　　　　　　で病状が安定した時期にある患者42名
　②看護婦：8階病棟看護婦23名
3）調査方法
　無記名による質問紙法のアンケート調査（資料1・2）
　回収率：患者79％（33名）
　　　　　看護婦　87％（20名）
皿　結果
1．患者、看護婦のプライバシーに関する比較（図1）
1）自己領域の確保とは、自己の生活空間を保持した
いという欲求を表し、強く意識している又は希望して
いる、意識又は希望している、を合わせると（以下意
識希望度とする）患者85％、看護婦89％であり、ほぼ
同率であった。　（資料1の設問（1）～（8）、資料2の設
問（1）より）
2）他人からの干渉、監視について
　他人からの干渉、監視とは、第3者から干渉された
くないという欲求を表し、その意識希望度は、患者97
％、看護婦91％であり、ほぼ同率であった。　（資料1
の設問（9）～（13）、資料2の設問（2）より）
3）個人の秘密について
　個人の秘密とは、個人の情報秘守に対する欲求を表
し、その意識希望度は、患者55％、看護婦62％で、看
護婦の意識度がやや高くなっている。　（資料1の設問
（14）～（22）、資料2の設問（3）より）
4）身体のプライバシーについて
　身体のプライバシーとは、身体の罪なる部分の隠匿
に対する欲求を表し、その意識希望度は、患者55％、
看護婦91％で、看護婦の意識下が高く、患者との意
識度にかなりの差がみられた。（資料1の設問（23）～
（25）、資料2の設問（4）より）
　最も高い意識希望度は、患者は他人からの干渉、監
視であり、看護婦は他人からの干渉、監視と身体のプ
ライバシー（同率）であった。
2．外科患者く外科、整形外科、眼科、泌尿器科、脳
外科〉と、内科患者のプライバシーに関する比較（図
2）
　最も高い意識希望度は、外科、内科共に他人からの
干渉、監視であった。身体のプライバシーについての
意識希望度は、外科よりも内科の方に高く出ていた。
3．男性患者と女性患者のプライバシーに関する比較
（図3）
　最も高い意識希望度は、男女共に他人からの干渉、
監視であった。自己領域の確保、他人からの干渉、監
視、個人の秘密についてはほぼ同率であったが、身体
のプライバシーについては男性41％、女性72％と男女
差が顕著に表れた。
4．入院中個室で良かったこと、悪かったこと（表2）
　この項目は、患者、看護婦の意見を、自己領域の確
保をはじめ4っに分類したものである。患者、看護婦
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共に、自己領域の確保と他人からの干渉、監視につい
てが多く、個人の秘密、身体のプライバシーについて
の意見はきかれなかった。
IV　考察
　今回、アンケート調査を行なった結果、患者、看護
婦共に、各プライバシー全てにおいて、図1で示す様
にその意識希望度は50％を越えており、プライバシー
の保持、尊重に対するニードの高さが明らかとなった。
　自己領域の確保では、個室で良かった理由として、
表2で「ラジオやテレビがイヤホンなしで聞ける。」
「荷物の整理がしゃすい。」などが挙げられた。患者
の日常生活の場である病室は、患者の領域であり、そ
の尊重は患者に安心感と寛ぎを与えると共に、自信の
回復にも極めて重要なことであると考えられる。例え
ば、看護婦の意見の中に、「病室内にトイレがあるため、
手術後の早期離床、トイレ歩行が可能である。」「夜間
のトイレ歩行やポータブルトイレの使用も他者に迷惑
をかけずに行なえる。」さらに、董恥心の中でも重要
な1つと考えられる「排泄」の面においても、各部屋
全てにトイレがあるということは、その環境そのもの
が、プライバシーを尊重していると言える。しかし
「放送による看護婦の呼び出しが多すぎる。」といっ
た声も聞かれ、病棟のマイナス面も指摘された。当病
棟はフロアも広く、看護婦の所在がつかみにくい為、
指摘の通り放送による呼び出しが多くなってしまう。
これは、聴覚的に患者の領域を侵していることとなり、
改善の余地があると思われる。
　次に他人からの干渉、監視については、患者、看護
婦共に、意識希望度が4項目中、最も高い結果となり、
「ひとりにしておいてもらう権利（干渉阻止権）」を患
者が重視していることが明らかとなった。患者の声の
中で「自分がつらい時に、他人と同じ部屋では嫌だ。」
という意見も多く聞かれた。看護婦からは、　「患者が
苦痛を訴える時に、個々に応じた安楽な環境を作りや
すい。」という声もあり、患者と看護婦の意識は一致
していると考えられるのではないだろうか。
　個人の秘密については、患者、看護婦共に意識希望
度は他に比べ低値であった。しかし、院内で医療従事
者同士が、患者に関する会話をしていたり、入院時の
アナムネーゼ聴取でも個人の秘密の部分が明らかにな
る為、私達は守秘義務に対する意識を高め、注意して
いく必要がある。
　身体のプライバシーについては、アンケート対象者
に外科の患者が多かったため、手術によるボディイメ
ージの変化を気にして、高値なのではないかとの予想
があったが、全体的に低値だった。しかしその中で、
男女差が顕著に表れた項目でもあった。現在、当病棟
では、処置や診察の際、病室の入口に「処置中につき、
入室を禁ず」の札を使用したり、ブラインドを閉める
などして、身体のプライバシーの尊重に努めているが、
改めて日常ケアにおけるプライバシー尊重の必要性を
感じさせられた。
　今回、アンケートをもとに、個室を希望する患者が、
プライバシーについてどのような考えを持っているの
か研究を進めてきたが、プライバシーという言葉自体、
極めて抽象的であり、人によってそのとらえ方は様々
である。又、現在その患者がおかれている状況によっ
ても、重視するプライバシーの内容はもちろん、プラ
イバシーという観念自体が変わってくる。　「看護にお
ける患者のプライバシー尊重」という研究の中で、
小川は「病院社会では、しばしば生命に関する重大事
を（患者、看護婦の双方が）経験するため、プライバ
シーへのニードが、相対的に小さく見える」と述べて
いる。急性期にある患者は、看護度も高く、看護婦や
他者への依存度も高いが、慢性期へ移行するにつれ他
者への依存度は低くなり、反対にプライバシー保持に
対するニードは高くなる。看護婦は患者のおかれてい
る状況を考慮し、プライバシーの保持、尊重をふまえ
た看護を提供できる様に努めるべきである。
V　おわりに
　患者のプライバシーの欲求は、患者の状況、疾患の
段階にも左右されるが、今回のアンケート調査により、
重視するプライバシーは、患者、看護婦ともに、他人
からの干渉、監視についてであることが分かった。
　当病棟は、個室病棟であり患者のプライバシーを保
持尊重しやすい環境にある。その利点を生かし、今後、
充実した看護を提供していきたい。
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資料1．息者’用アンケート
8階病棟では、個室病棟へ入院を希望する患者の看護について研究をすすめております。
そこで、皆様にどの酷な理由で個室病棟への入院を希望されたのかお伺いしたいと思いま
すので御協力お願い致します。
年齢　　（　　）歳代　　性別　　（男・女）　　入院科名　　（ ）科
1、以下の項目で、個室病棟に入院した理由としてあてはまる、又は最も近いと思われる
欄に○を付けて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彊く鰍している又は肴望している　　鰍又は肴望している　　聾又は嵩望しない
（1）自分の生活空間をもっていたい　　　　　　（
（2）一人でいる自由な時間が欲しい　　　　　　（
（3）人に迷惑をかけたくない（面会人が多い等）（
（4）仕事を持ち込める　　　　　　　　　　（
（5）睡眠を邪魔されたくない
　　　　　又、他人がいると眠れない　　　　　（
（6）夜遅くまで電気をつけていられる　　　　　（
（7）環境が整っているため
　（a）部屋に電話がある
　（b）冷蔵庫が部屋にある
　（c）空調が自分で謂節できる
　（d）トイレが病室にある
（8）他人の病気をうつされたくない
（9）他人に煩わされずゆっくり療養できる
（10）人に迷惑をかけられたくない
（11）人に干渉されたくない
（12）鹸かである
（13）他人の苦しんでいる姿をみたくない
（14）入院していることを知られたくない
（15）自分の病名を他人に知られたくない
（16）肖分の身分、世間体を考慮している
（17）病気についての余針な情報がはいらない
（18）医師とゆっくり謡ができる
（19）看護婦とゆっくり謡ができる
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（20）優先的に医療を受けられるという意識がある（
（21）病気について等医師と話をしている裏を
　　　　　　　　　　　　　　　知られたくない（
（22）家族、友人にすすめられた　　　　　　　（
（23）人目のあるところで診療や処置を
　　　　　　　　　　　　　　　してほしくない（
（24）身体の不必要な露出を避けたい　　　　　　（
（25）手術や処醗による体の変化を知られたくない（
（26）上記以外で希望された理由があればご記入下さい。
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資料2．看護婦用アンケート
看護研究グループでは「個室病棟に入院を希望する患者の看護」をテーマに研究をすすめ
ています。そこで、患者さんがどのような理由で個室病棟への入院を希望したのか又、何
を望んでいると感じているのか、皆さんの意見を伺いたいと思いますので御協力お願いし
ます。
1、以下の項目で、患者が個室病棟に入院を希望する理由として該当すると思われる欄に
Oを付けて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弧く鰭している又は蓄望している　　1目臨只雌蓄望している　　1目師U‡看望しない
（1）自己領域の確保について
①自分の生活空閲をもっていたい　　　　　　（
②一人でいる自由な時閥が欲しい　　　　　　　（
⑧人に迷惑をかけたくない（面会人が多い等）　　（
④仕事を持ち込める　　　　　　　　　　　　（
⑤睡眠を邪魔されたくない又他人がいると眠れない（
⑥夜遅くまで電気をつけていられる　　　　　　（
⑦環境が整っているため
　　（a）部屋に電謡がある
　　（b）冷蔵庫が部歴にある
　　（C）空調が自分で謂節できる
　　（d）トイレが病室にある
⑧他人の病気をうっされたくない
（2）他人からの干渉、監視について
①他人に煩わされずゆっくり療養できる
②人に迷惑をかけられたくない
③人に干渉されたくない
④静かである
⑤他人の苦しんでいる姿をみたくない
（3）個人の秘密について
①入院していることを知られたくない
②自分の病名を他人に知られたくない
③自分の身分、世間体を考慮している
④疾患についての余計な情報がはいらない
⑤医師とゆっくり話ができる
⑥看護婦とゆっくり話ができる
⑦優先的医療を受けられるという意識がある
⑧珍療等医師と話をしている事を知られたくない
⑨家族、友人にすすめられた
（4）身体のプライバシーについて
①人目のあるところで診療や処置を
　　　　　　　　　　　　　してほしくない
②身体の不必要な露出を避けたい
⑧手術や処置による体の変化を知られたくない
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2、これまでの期闇中、個室で良かったと思うこと、悪かったと思うことがありましたら
　　こ細入ください。
（1）良かったこと
2、個室の良い点、悪い点がありましたら、ご記入下さい。
①良い点
②悪い点
（2）悪かったこと
御協力ありがとうございました。 御協力ありがとうございました。
衰1．群島のアンケート回答者の分類
①年代　別
年　　　代 人数（名）
20歳　代 1
30歳代 0
40歳代 4
50歳代 3
60歳頃 18
70歳　代 5
80歳　代 2
②科　別
科　　名 人数（名）
外　　　科 15
内　　　科 9
整形外科 4
眼　　　科 3
泌尿器科 1
脳外科 1
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図1；患者・看護婦の比較
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図2；外科・内科の比較
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図3；男性・女性の比較
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笏意識又は希望している
■意識又は希望しない
自己領域の確保について　　　　他人からの干渉、監視について　　　　個人の秘密について 身体のプライバシーについて
表2．入院中個室で良かったこと、悪かったこと　（資料1設問2、資料2設問2より）
患　　　者 看護婦
・ラジオやテレビがイヤホンなしで聞ける。・荷物の整理がしゃすい。・手術後、1人で静かに療養出来た。・電話、トイレ、冷蔵庫が部屋にあること。・1人の時間と空間が持てた。・ゆっくり家族、面会人と話が出来る。・放送による看護婦の呼び出しが多すぎる。 ・病室内にトイレがあるたあ、手術後の早期離
ｰ、トイレ歩行が可能である。・夜間のトイレ歩行やポータブルトイレの使用も
ｼ者に迷惑をかけずに行える。
談鶴季 ・ゆっくり療養出来る。他人に対するストレスが
ﾈい。・他の入院患者と接することなく、周りに気をつ
ｩわない。・他人に煩わされず療養出来る。・自分がつらい時に他人と同じ部屋は嫌だ。・人に気をつかわないですむ。
・患者が苦痛を訴える時に、個々に応じた安楽な
ﾂ境を作りやすい。
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